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平成26年3月1日現在

15,180（－6）人

7,929（－3）人

7,200（＋1）

7,251（－3）人

内15歳未満1,740人〔11.5％〕
内65歳以上5,430人〔35.8％〕

増  転入20人 出生7人   その他0人
減  転出17人 死亡16人 その他0人
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▼
寒
い
日
が
続
い
た
冬
が
、終
わ
り
を
迎

え
ま
す
。空
の
青
さ
や
空
気
の
暖
か
さ
が

増
し
、少
し
ず
つ
春
の
雰
囲
気
が
感
じ
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。の
ん
び
り
し

た
時
間
の
中
で
、桜
や
オ
キ
シ
ャ
ク
ナ
ゲ

な
ど
美
し
い
風
景
を
楽
し
み
な
が
ら
過
ご

す
春
を
、待
ち
遠
し
く
感
じ
る
毎
日
で
す
。

▼
そ
う
い
っ
た
隠
岐
な
ら
で
は
の
貴
重
な

自
然
を
守
り
、未
来
に
の
こ
し
て
い
く
た

め
に
は
、限
ら
れ
た
資
源
を
有
効
に
活
用

し
な
が
ら
、自
然
と
う
ま
く
暮
ら
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

隠
岐
の
島
町
で
は
、今
回
の
特
集
で
取
り

上
げ
た
木
質
ペ
レ
ッ
ト
事
業
や
、環
境
問

題
を
Ｐ
Ｒ
す
る
イ
ベ
ン
ト
・
啓
発
活
動
な

ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。▼
環
境
に
配
慮

し
た
様
々
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
中
で
、

ご
か
保
育
園
の
子
ど
も
た
ち
も
自
発
的

に
エ
コ
活
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
、そ
の

様
子
が
テ
レ
ビ
に
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

▼
ゴ
ミ
拾
い
や
、環
境
問
題
を
テ
ー
マ
に

し
た
演
劇
の
発
表
な
ど
を
と
お
し
て
、も

の
を
大
切
に
す
る
こ
と
を
学
び
、地
球
を

守
る
た
め
の
活
動
を
呼
び
か
け
る
子
ど

も
た
ち
の
姿
は
、多
く
の
方
が
環
境
問
題

へ
の
関
心
を
高
め
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。子
ど
も
た

ち
の
活
動
が
、家
庭
、地
域
、そ
し
て
町
全

体
に
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
願
い
ま
す
。

(

Ｍ・
Ｏ)

布施の山祭り

■お問い合わせ先 ： 教育委員会生涯学習課  電話2‐2126

県指定無形民俗文化財

と  き ４月６日（日）午前９時30分～
ところ 大山神社（布施）

隠岐いぐり凧祭り

■お問い合わせ先：教育委員会生涯学習課  電話2‐2126

町指定無形民俗文化財

と  き ４月１３日（日）午前１０時～
ところ 隠岐の島町総合運動公園

隠岐国分寺蓮華会舞

■お問い合わせ先：教育委員会生涯学習課   電話2‐2126

国指定無形民俗文化財

と 　き ４月21日（月）午後１時頃～
ところ 隠岐国分寺境内（池田）
と 　き ４月21日（月）午後１時頃～
ところ 隠岐国分寺境内（池田）

島
を
巡
る
、森
の
資
源

　～
木
質
ペ
レ
ット
が
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
～

島
を
巡
る
、森
の
資
源

～
木
質
ペ
レ
ット
が
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
～

祝
 ！
超
高
速
船「
レ
イ
ン
ボ
ー
ジ
ェ
ット
」就
航

し
ま
ね
流
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
表
彰
受
賞「
西
郷
中
町
町
内
会
連
合
会
」

2
0
1
4

1
1
4

1  日   火
2  日   水
3  日   木
4  日   金
5  日   土
6  日   日

8  日   火
9  日   水

10  日   木
11  日   金
12  日   土
13  日   日
14  日   月
15  日   火
16  日   水
17  日   木

20  日   日
21  日   月
22  日   火
23  日   水

30  日   水

24  日   木

27  日   日
28  日   月
29  日   火

25  日   金
26  日   土

18  日   金
19  日   土

7  日   月
布施の山祭り 9：30～（布施・大山神社）

図書館休館

図書館休館

図書館休館

図書館休館

年金相談　13：00～16:00（役場ふれあいセンター）

年金相談　 9：30～12:00（役場ふれあいセンター）
隠岐の島町ノーレジ袋デー

第22回隠岐いぐり凧祭り　10：00～（総合運動公園）

納付金時間外窓口　17：15～19：00（役場税務課）

人権相談　13:00～16:00（隠岐島文化会館）

食育の日

隠岐国分寺蓮華会舞 13：00頃～（隠岐国分寺）
図書館休館

昭和の日  
第68回全隠岐陸上競技選手権大会 9：00～（隠岐高校グラウンド）

納付金時間外窓口　17：15～19：00（役場税務課）

２０１４
隠
岐
の
島
町
観
光
祈
願
祭
が
開
催
さ
れ
まし
た
。

写
真
は
、オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
踊
り
を
披
露
す
る
、町
立
保
育
所（
園
）

の
園
児
の
皆
さ
ん
。「
牛
突
き
音
頭
」に
の
せ
た
元
気
あ
ふ
れ
る
踊
り
で
、会
場

を
に
ぎ
わ
せ
まし
た
。（
詳
し
く
は
、広
報「
隠
岐
の
島
」5月
号
に
掲
載
予
定
。）

隠
岐
の
島
町
観
光
祈
願
祭
３月９日（

隠
岐
モ
ー
モ
ード
ー
ム
）
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～多種多様な木質ペレットの可能性、未来の隠岐を見据えて～

	

荒
廃
が
進
み
、
森
林
が
有
す
る
本
来
の
多
面

的
機
能
が
損
な
わ
れ
つ
つ
あ
る
本
町
の
森
林

に
、
今
一
番
必
要
な
こ
と
は
、
荒
廃
の
元
と
な

っ
て
い
る
雑
木
竹
の
伐
採
、
植
え
た
ま
ま
長
年

放
置
状
態
と
な
っ
て
い
る
木
の
間
伐
、
松
枯
れ

な
ど
の
枯
損
木
の
伐
採
及
び
そ
の
跡
地
へ
の

植
林
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
「
木
を
伐
る
」
、
そ
し
て
「
木
を
採

る
」
、
最
後
に
「
木
を
植
え
る
」
と
言
う
循
環

型
林
業
の
推
進
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

材
価
の
低
迷
や
後
継
者
不
足
な
ど
、
林
業
を

取
り
巻
く
環
境
は
非
常
に
厳
し
い
状
態
で
は

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
木
質
ペ
レ
ッ
ト
事
業
は
、

単
な
る
森
林
整
備
、
林
業
振
興
で
は
な
く
、
林

地
残
材
に
よ
る
災
害
の
未
然
防
止
、
里
山
再

生
、
持
続
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
造
成
と
い
っ
た

多
種
多
様
な
面
で
核
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
10
月
、
隠
岐
諸
島
は
、
そ
の
独
特
な

自
然
や
文
化
が
世
界
に
認
め
ら
れ
隠
岐
世
界

ジ
オ
パ
ー
ク
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

　

世
界
が
認
め
た
こ
の
　
隠
岐
　
を
正
し
く
伝

え
る
た
め
に
も
、
森
林
を
保
全
し
、
豊
か
な
自

然
に
あ
ふ
れ
る
ま
ち
に
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

隠岐の島町役場農林水産課
主幹　 藤　田　留　美

これまでの経過と今後の取組

▲燃焼されたペレッ
トの灰は、農地や林

地の肥料

に利用され、豊かな
森づくりに役立ちま

す。

⑧ 豊かな森

▲森から主材・間伐材が切り出されます。

① 切り出し

▲燃焼されたペレットの0.7％が
灰になります。

⑦ 灰も活用

▲家庭や事業所など
で、ストーブや

ボイラーの燃料とし
て使用されます。

（写真は、役場本庁
に設置されている

ペレットストーブ）

⑥ 燃料に使用

▲ペレットは、家庭用・事業所用として
販売される予定です。（写真は、新潟県
阿賀町で作られたペレット）

⑤ ペレット販売

▲ペレット
は、木材を

破砕し、成
形して

作られます
。

（写真は、
新潟県阿

賀町のペレ
ット工場）

④ ペレット
工場

② 製材所

▲切り出された木材
は、

製材所に集められま
す。

▲製品とならない間伐材（写真右）や製材から出た端材（写真左）が発生します。

③ 利用されない木材

循環する森の資源
下図は、木質ペレットを製造・活用した場合、

まちの木質資源がどのように循環するのかを表しています。
森の資源は、余すところなく、貴重な資源として利用されます。

	

隠
岐
の
島
町
木
質
ペ
レ
ッ
ト
製

造
設
備
整
備
事
業
検
討
委
員
会
の

報
告
書
を
も
と
に
、
製
造
設
備
の

規
模
、
適
正
な
生
産
量
、
利
活
用

規
模
な
ど
、
ペ
レ
ッ
ト
事
業
の
実

現
に
向
け
た
更
な
る
分
析
・
調
査

を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

	

ペ
レ
ッ
ト
事
業
の
先
進
地
で
あ

る
、
新
潟
県
阿
賀
町
役
場
の
担
当

職
員
２
名
を
講
師
に
お
招
き
し
、

木
質
ペ
レ
ッ
ト
の
利
活
用
に
よ
る

効
果
や
山
林
の
再
生
・
整
備
な
ど

に
つ
い
て
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

※

新
潟
県
阿
賀
町
は
、
木
質
ペ
レ
ッ

ト
の
製
造
及
び
利
活
用
に
つ
い
て
、

行
政
・
関
係
者
・
町
民
が
一
体
と
な

っ
て
取
り
組
み
、
木
質
ペ
レ
ッ
ト
の

製
造
開
始
後
、
約
２
年
間
で
当
初
の

生
産
数
量
目

標
を
達
成
す

る
見
込
み
と

な
る
な
ど
、

ペ
レ
ッ
ト
事

業
の
先
進
地

と
な
っ
て
い

ま
す
。

木
質
ペ
レ
ッ
ト
の
利
活
用
に

関
す
る
講
演
会
を
開
催

	

町
・
県
・
林
業
・
製
材
業
・
建

設
業
な
ど
の
関
係
機
関
が
一
体

と
な
っ
て
、
木
質
ペ
レ
ッ
ト
の
製

造
及
び
利
活
用
に
つ
い
て
調
査
・

検
討
を
開
始
し
ま
し
た
。

「
隠
岐
の
島
町
木
質
ペ
レ
ッ
ト

製
造
設
備
整
備
事
業
検
討
委
員

会
」を
設
置

	

木
質
ペ
レ
ッ
ト
の
製
造
及
び
利

活
用
に
お
け
る
先
進
地
の
行
政
機

関
、
製
造
工
場
、
活
用
施
設
な
ど

を
調
査
・
研
究
し
、
本
町
で
の
可

能
性
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。

「
隠
岐
の
島
町
木
質
ペ
レ
ッ
ト

製
造
設
備
整
備
事
業
検
討
委
員

会
」を
随
時
開
催

「
隠
岐
の
島
町
木
質
ペ
レ
ッ
ト

製
造
設
備
整
備
事
業
検
討
委
員

会
」に
お
け
る「
検
討
報
告
書
」を

町
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

開催された講演会の様子開催された講演会の様子

松田町長へ報告書を提出する

田中一隆委員長（写真右）

及び宇野正委員（写真中央）(役場本庁）

平成25年12月平成26年4月～

平成25年7月 平成25年2月～6月 平成25年1月

今後 経過

経過 経過 経過
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行
政
・
関
係
者
・
町
民
が
一
体
と
な

っ
て
取
り
組
み
、
木
質
ペ
レ
ッ
ト
の

製
造
開
始
後
、
約
２
年
間
で
当
初
の

生
産
数
量
目

標
を
達
成
す

る
見
込
み
と

な
る
な
ど
、

ペ
レ
ッ
ト
事

業
の
先
進
地

と
な
っ
て
い

ま
す
。

木
質
ペ
レ
ッ
ト
の
利
活
用
に

関
す
る
講
演
会
を
開
催

	

町
・
県
・
林
業
・
製
材
業
・
建

設
業
な
ど
の
関
係
機
関
が
一
体

と
な
っ
て
、
木
質
ペ
レ
ッ
ト
の
製

造
及
び
利
活
用
に
つ
い
て
調
査
・

検
討
を
開
始
し
ま
し
た
。

「
隠
岐
の
島
町
木
質
ペ
レ
ッ
ト

製
造
設
備
整
備
事
業
検
討
委
員

会
」を
設
置

	

木
質
ペ
レ
ッ
ト
の
製
造
及
び
利

活
用
に
お
け
る
先
進
地
の
行
政
機

関
、
製
造
工
場
、
活
用
施
設
な
ど

を
調
査
・
研
究
し
、
本
町
で
の
可

能
性
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。

「
隠
岐
の
島
町
木
質
ペ
レ
ッ
ト

製
造
設
備
整
備
事
業
検
討
委
員

会
」を
随
時
開
催

「
隠
岐
の
島
町
木
質
ペ
レ
ッ
ト

製
造
設
備
整
備
事
業
検
討
委
員

会
」に
お
け
る「
検
討
報
告
書
」を

町
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

開催された講演会の様子開催された講演会の様子

松田町長へ報告書を提出する

田中一隆委員長（写真右）

及び宇野正委員（写真中央）(役場本庁）

平成25年12月平成26年4月～

平成25年7月 平成25年2月～6月 平成25年1月

今後 経過

経過 経過 経過



完成したのり巻きをみんなで持ち上げる参加者の皆さん

的に向け弓を引く神事の様子

　
「
第
９
回
お
き
ギ
ネ
ス
に
挑

戦
！
ジ
ャ
ン
ボ
の
り
巻
き
」
が
、隠

岐
島
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
、家
族

連
れ
な
ど
約
40
名
の
皆
さ
ん
が
、前

回
の
記
録
21
．８
メ
ー
ト
ル
の
記
録

更
新
に
臨
み
ま
し
た
。

　

今
回
は
、22
．４
メ
ー
ト
ル
の
ジ

ャ
ン
ボ
の
り
巻
き
が
つ
く
ら
れ
、新

記
録
の
達
成
が
発
表
さ
れ
る
と
、参

加
し
た
皆
さ
ん
か
ら
は
、大
き
な
拍

手
と
歓
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　

吹
奏
楽
コ
ン
サ
ー
ト
「
第
23
回
ブ
ラ

ス
の
響
き
」
が
、隠
岐
島
文
化
会
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

西
郷
中
学
校
吹
奏
楽
部
、隠
岐
高
校

吹
奏
楽
部
や
「
隠
岐
の
仲
間
達
」
の
皆

さ
ん
に
よ
る
演
奏
や
、全
員
参
加
の
合

同
演
奏
な
ど
、幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
全

８
曲
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、多

彩
な
音
色
を
披
露
し
た
皆
さ
ん
に
、会

場
か
ら
暖
か
い
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
に
ゴ
ミ
の
減
量
や
リ

サ
イ
ク
ル
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
エ
コ
フ
ェ
ス
タ

Ｉ
Ｎ
お
き
２
０
１
４
」
が
、隠
岐
島
文
化

会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、大
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

の
ほ
か
、地
元
産
物
の
即
売
、環
境
パ

ネ
ル
展
示
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

来
場
し
た
約
4
5
0
人
の
皆
さ
ん

は
、
身
近
な
環
境
問
題
や
一
人
ひ
と
り

が
取
り
組
め
る
エ
コ
活
動
に
つ
い
て
、

楽
し
く
学
び
ま
し
た
。

　

隠
岐
と
本
土
を
結
ぶ
隠
岐
航
路
に
、

「
レ
イ
ン
ボ
ー
２
」
の
後
継
船
と
な
る

新
た
な
超
高
速
船
、「
レ
イ
ン
ボ
ー
ジ

ェ
ッ
ト
」
が
就
航
し
ま
し
た
。

　

就
航
を
祝
う
竣
工
式
典
が
、２
月

16
日
に
西
郷
港
岸
壁
で
開
催
さ
れ
、

集
ま
っ
た
約
２
０
０
人
の
皆
さ
ん
は
、

今
後
の
安
全
運
航
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　
「
レ
イ
ン
ボ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
」
は
、「
レ

イ
ン
ボ
ー
２
」
に
比
べ
て
高
波
に
強

く
、こ
れ
ま
で
よ
り
50
セ
ン
チ
高
い
、

３
メ
ー
ト
ル
ま
で
運
航
が
可
能
で
す
。

　

さ
ら
に
、休
航
期
間
が
短
縮
さ
れ
る

た
め
、こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て
安
定
的

な
運
行
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

３
月
１
日
か
ら
の
就
航
を
前
に
、万

が
一
の
衝
突
事
故
な
ど
に
備
え
、２
月

１８
日
に
は
、隠
岐
海
上
保
安
署
や
関

係
機
関
に
よ
る
事
故
対
応
訓
練
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
や
巡
視
船
な
ど
も

出
動
し
、情
報
伝
達
訓
練
や
救
助
訓

練
、傷
病
者
対
応
訓
練
な
ど
が
実
施
さ

れ
、各
関
係
機
関
の
連
携
強
化
を
図
り

ま
し
た
。

2/2

新
記
録
達
成
！

　
　
　

ジ
ャ
ン
ボ
の
り
巻
き
作
り

2/4  

無
病
息
災
を
願
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　

山
田
客
祭
風
流

　
「
山
田
客
祭
風
流
」（
町
指
定
無
形
民

俗
文
化
財
）
が
、山
田
神
社
境
内
で
行

わ
れ
、地
区
の
皆
さ
ん
は
、１
年
の
無

病
息
災
や
五
穀
豊
穣
を
祈
願
し
ま
し

た
。

　

弓
の
神
事
で
は
、鼠
と
烏
の
描
か
れ

た
的
に
向
か

っ
て
氏
子
た

ち
が
矢
を
放

ち
、矢
が
的

に
命
中
す
る

と
、訪
れ
た

皆
さ
ん
か
ら

は
、大
き
な

歓
声
と
拍
手

が
送
ら
れ
ま

し
た
。

　

今
年
で
第
７
回
目
と
な
る「
少
年
健
全

育
成
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
大
会
」
が
、

隠
岐
の
島
町
総
合
体
育
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

町
内
の
小
学
生
約
70
名
が
参
加
し
、

低
学
年
・
高
学
年
の
部
に
分
か
れ
て
３

人
１
組
の
団
体
戦
に
出
場
し
ま
し
た
。　

　

参
加
し
た
皆

さ
ん
は
、専
用

の
安
全
な
柔
ら

か
い
剣
を
使
っ

て
熱
戦
を
繰
り

広
げ
、楽
し
み

な
が
ら
親
睦
を

深
め
ま
し
た
。

参加者全員による合同演奏の様子

水仙の切り花の無料配付の様子

皆さんから募集したリサイクル可能な商品を出品した
大フリーマーケットの様子

高学年の部決勝戦の様子

地元特産品販売の様子

2/9

美
し
い
音
色
を
披
露

 　
　
　
　
　
　
　

ブ
ラ
ス
の
響
き

2/16

環
境
問
題
を
広
く
Ｐ
Ｒ

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
コ
フ
ェ
ス
タ

2/22

心
と
体
の
鍛
錬

 　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
大
会

　

水
仙
の
花
が
咲
き
誇
る
、油
井
の
池

園
地
駐
車
場
で
、「
第
８
回
油
井
水
仙
ま

つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、水
仙
の
切
り
花

の
無
料
配
布
や
カ
ニ
汁
の
ふ
る
ま
い
、

地
元
生
産
者
に
よ
る
特
産
品
の
販
売
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、ジ
オ
パ
ー
ク
ツ
ア
ー
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
も
催
さ
れ
、訪
れ
た
大
勢
の

皆
さ
ん
は
、春
の
訪
れ
を
告
げ
る
水
仙

の
香
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

2/9

春
を
告
げ
る
水
仙
の
香
り

 　
　
　
　
　
　
　
油
井
水
仙
ま
つ
り

2/25 お茶の作法を披露　原田認定こども園
　　原田認定こども園の年長児の子どもたち７名が、日頃原田認定こども園の年長児の子どもたち７名が、日頃
から地域の方に教わり、一生懸命練習したお茶の礼儀作から地域の方に教わり、一生懸命練習したお茶の礼儀作
法を法を披露しました。披露しました。

　原田認定こども園の年長児の子どもたち７名が、日頃
から地域の方に教わり、一生懸命練習したお茶の礼儀作
法を披露しました。

レインボージェット
の概要

レインボージェット
の概要

■総トン数：173トン
■全長：約27メートル
■航海速力：約40ノット
　　（時速約74キロ）
■旅客定員：256名
■休航期間：2ヶ月間
　（12月中旬～2月中旬）

写真①竣工式典での餅まき（2月16日）②乗組員の皆さん③操舵室の様子④吊り上げ救助訓練の様子（2月18日）⑤船内の座席の様子

①

②③

⑤ ④

技術・家庭科作品展、習字展が開催されました技術・家庭科作品展、習字展が開催されました
　島後小中学校技術・家庭科作品展および隠岐小中島後小中学校技術・家庭科作品展および隠岐小中
学校習字展が開催され、児童・生徒の木工品や手芸学校習字展が開催され、児童・生徒の木工品や手芸
品、習字作品などが展示されました。品、習字作品などが展示されました。

　島後小中学校技術・家庭科作品展および隠岐小中
学校習字展が開催され、児童・生徒の木工品や手芸
品、習字作品などが展示されました。

2月8日～9日（サンテラス2階）

祝
就航



完成したのり巻きをみんなで持ち上げる参加者の皆さん

的に向け弓を引く神事の様子

　
「
第
９
回
お
き
ギ
ネ
ス
に
挑

戦
！
ジ
ャ
ン
ボ
の
り
巻
き
」
が
、隠

岐
島
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
、家
族

連
れ
な
ど
約
40
名
の
皆
さ
ん
が
、前

回
の
記
録
21
．８
メ
ー
ト
ル
の
記
録

更
新
に
臨
み
ま
し
た
。

　

今
回
は
、22
．４
メ
ー
ト
ル
の
ジ

ャ
ン
ボ
の
り
巻
き
が
つ
く
ら
れ
、新

記
録
の
達
成
が
発
表
さ
れ
る
と
、参

加
し
た
皆
さ
ん
か
ら
は
、大
き
な
拍

手
と
歓
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　

吹
奏
楽
コ
ン
サ
ー
ト
「
第
23
回
ブ
ラ

ス
の
響
き
」
が
、隠
岐
島
文
化
会
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

西
郷
中
学
校
吹
奏
楽
部
、隠
岐
高
校

吹
奏
楽
部
や
「
隠
岐
の
仲
間
達
」
の
皆

さ
ん
に
よ
る
演
奏
や
、全
員
参
加
の
合

同
演
奏
な
ど
、幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
全

８
曲
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、多

彩
な
音
色
を
披
露
し
た
皆
さ
ん
に
、会

場
か
ら
暖
か
い
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
に
ゴ
ミ
の
減
量
や
リ

サ
イ
ク
ル
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
エ
コ
フ
ェ
ス
タ

Ｉ
Ｎ
お
き
２
０
１
４
」
が
、隠
岐
島
文
化

会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、大
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

の
ほ
か
、地
元
産
物
の
即
売
、環
境
パ

ネ
ル
展
示
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

来
場
し
た
約
4
5
0
人
の
皆
さ
ん

は
、
身
近
な
環
境
問
題
や
一
人
ひ
と
り

が
取
り
組
め
る
エ
コ
活
動
に
つ
い
て
、

楽
し
く
学
び
ま
し
た
。

　

隠
岐
と
本
土
を
結
ぶ
隠
岐
航
路
に
、

「
レ
イ
ン
ボ
ー
２
」
の
後
継
船
と
な
る

新
た
な
超
高
速
船
、「
レ
イ
ン
ボ
ー
ジ

ェ
ッ
ト
」
が
就
航
し
ま
し
た
。

　

就
航
を
祝
う
竣
工
式
典
が
、２
月

16
日
に
西
郷
港
岸
壁
で
開
催
さ
れ
、

集
ま
っ
た
約
２
０
０
人
の
皆
さ
ん
は
、

今
後
の
安
全
運
航
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　
「
レ
イ
ン
ボ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
」
は
、「
レ

イ
ン
ボ
ー
２
」
に
比
べ
て
高
波
に
強

く
、こ
れ
ま
で
よ
り
50
セ
ン
チ
高
い
、

３
メ
ー
ト
ル
ま
で
運
航
が
可
能
で
す
。

　

さ
ら
に
、休
航
期
間
が
短
縮
さ
れ
る

た
め
、こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て
安
定
的

な
運
行
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

３
月
１
日
か
ら
の
就
航
を
前
に
、万

が
一
の
衝
突
事
故
な
ど
に
備
え
、２
月

１８
日
に
は
、隠
岐
海
上
保
安
署
や
関

係
機
関
に
よ
る
事
故
対
応
訓
練
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
や
巡
視
船
な
ど
も

出
動
し
、情
報
伝
達
訓
練
や
救
助
訓

練
、傷
病
者
対
応
訓
練
な
ど
が
実
施
さ

れ
、各
関
係
機
関
の
連
携
強
化
を
図
り

ま
し
た
。
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「
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風
流
」（
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指
定
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民
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化
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は
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の
無
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息
災
や
五
穀
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を
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し
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は
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と
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の
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た
的
に
向
か

っ
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た
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が
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を
放

ち
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が
的

に
命
中
す
る

と
、訪
れ
た
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さ
ん
か
ら

は
、大
き
な

歓
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と
拍
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が
送
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れ
ま

し
た
。
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年
で
第
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目
と
な
る「
少
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健
全
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成
ス
ポ
ー
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チ
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ン
バ
ラ
大
会
」
が
、

隠
岐
の
島
町
総
合
体
育
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

町
内
の
小
学
生
約
70
名
が
参
加
し
、

低
学
年
・
高
学
年
の
部
に
分
か
れ
て
３

人
１
組
の
団
体
戦
に
出
場
し
ま
し
た
。　

　

参
加
し
た
皆

さ
ん
は
、専
用

の
安
全
な
柔
ら

か
い
剣
を
使
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て
熱
戦
を
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り

広
げ
、楽
し
み

な
が
ら
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睦
を

深
め
ま
し
た
。

参加者全員による合同演奏の様子
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高学年の部決勝戦の様子

地元特産品販売の様子

2/9

美
し
い
音
色
を
披
露

 　
　
　
　
　
　
　

ブ
ラ
ス
の
響
き

2/16

環
境
問
題
を
広
く
Ｐ
Ｒ

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
コ
フ
ェ
ス
タ

2/22

心
と
体
の
鍛
錬

 　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
大
会

　

水
仙
の
花
が
咲
き
誇
る
、油
井
の
池

園
地
駐
車
場
で
、「
第
８
回
油
井
水
仙
ま

つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、水
仙
の
切
り
花

の
無
料
配
布
や
カ
ニ
汁
の
ふ
る
ま
い
、

地
元
生
産
者
に
よ
る
特
産
品
の
販
売
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、ジ
オ
パ
ー
ク
ツ
ア
ー
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
も
催
さ
れ
、訪
れ
た
大
勢
の

皆
さ
ん
は
、春
の
訪
れ
を
告
げ
る
水
仙

の
香
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

2/9

春
を
告
げ
る
水
仙
の
香
り

 　
　
　
　
　
　
　
油
井
水
仙
ま
つ
り

2/25 お茶の作法を披露　原田認定こども園
　　原田認定こども園の年長児の子どもたち７名が、日頃原田認定こども園の年長児の子どもたち７名が、日頃
から地域の方に教わり、一生懸命練習したお茶の礼儀作から地域の方に教わり、一生懸命練習したお茶の礼儀作
法を法を披露しました。披露しました。

　原田認定こども園の年長児の子どもたち７名が、日頃
から地域の方に教わり、一生懸命練習したお茶の礼儀作
法を披露しました。

レインボージェット
の概要

レインボージェット
の概要

■総トン数：173トン
■全長：約27メートル
■航海速力：約40ノット
　　（時速約74キロ）
■旅客定員：256名
■休航期間：2ヶ月間
　（12月中旬～2月中旬）

写真①竣工式典での餅まき（2月16日）②乗組員の皆さん③操舵室の様子④吊り上げ救助訓練の様子（2月18日）⑤船内の座席の様子

①

②③

⑤ ④

技術・家庭科作品展、習字展が開催されました技術・家庭科作品展、習字展が開催されました
　島後小中学校技術・家庭科作品展および隠岐小中島後小中学校技術・家庭科作品展および隠岐小中
学校習字展が開催され、児童・生徒の木工品や手芸学校習字展が開催され、児童・生徒の木工品や手芸
品、習字作品などが展示されました。品、習字作品などが展示されました。

　島後小中学校技術・家庭科作品展および隠岐小中
学校習字展が開催され、児童・生徒の木工品や手芸
品、習字作品などが展示されました。

2月8日～9日（サンテラス2階）

祝
就航



御客神社祭礼風流

町指定無形民俗文化財
おんぎゃくじんじゃさいれいふりゅう

　

五
箇
中
学
校
１
年
生
20
名
が
、１
月
29

日
か
ら
31
日
ま
で
の
３
日
間
、鳥
取
県
の

大
山
で
行
わ
れ
た
ス
キ
ー
研
修
に
参
加
し

ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
は
、ス
キ
ー
の
実
技
面
だ
け
で

な
く
、生
活
面
で
一
人
ひ
と
り
が
責
任
を
果

た
す
こ
と
、宿
泊
施
設
や
交
通
機
関
で
の
マ

ナ
ー
を
徹
底
し
て
守
る
こ
と
な
ど
を
目
的

と
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
生
徒
は
、ス
キ
ー
経
験
者
が
い

な
い
た
め
、大
山
到
着
後
、平
地
で
基
本
的

な
動
き
か
ら
指
導
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

実
際
に
板
を
装
着
す
る
と
、見
て
い
る
よ

り
は
る
か
に
難
し
く
、斜
面
で
な
い
の
に
苦

労
し
て
い
る
生
徒
も
見
ら
れ
ま
し
た
。そ
の

た
め
、ゲ
レ
ン
デ
に
行
く
こ
と
を
不
安
に
感

じ
る
生
徒
も
い
た
よ
う
で
す
が
、翌
日
の
午

前
中
に
全
員
が
初
級
コ
ー
ス
を
卒
業
し
、最

終
的
に
は
、中
級
コ
ー
ス
を
全
員
が
転
倒
せ

ず
に
滑
り
降
り
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

【
第
43
回
隠
岐
の
島
町
社
会
人

             

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
】

　
　
　

  

（
平
成　
　

年　
　

月　
　

日
）

　

○
男
子　

    

１
位　

二
本
松

　

○
女
子　

    

１
位　

隠
岐
高
校

【
第
15
回
全
隠
岐
テ
ニ
ス
大
会
】

           

（
平
成　
　

年　
　

月　
　

日
）

　

○
一
般
男
子　

１
位　

古
川
直
司

                         

宮
原
竜
二　

  

組

　

○
一
般
女
子　

１
位　

齋
藤
紀
子

                        

村
上
智
恵
子 

組

【
第
55
回
全
隠
岐
剣
道
選
手
権
大
会
】

           

（
平
成　
　

年　
　

月　
　

日
）

■
個
人
戦

   

○
小
学
生
低
学
年
男
女
混
合
の
部　

                  

１
位　

安
部
莉
生

　

○
小
学
生
中
学
年
男
子
の
部　

　
　
　
　
　
　

１
位　

安
部
凱
生

　

○
小
学
生
高
学
年
男
子
の
部　

　
　
　
　
　
　

１
位　

橋
本
光
太
郎

　

○
小
学
生
女
子
の
部　

　
　
　
　
　
　
　
１
位　

瀧
川
弥
聖

■
団
体
戦

　

○
小
学
生
の
部　

　
　
　
　
　
　

１
位　

東
郷
剣
友
会
Ｃ

【
第
45
回
隠
岐
の
島
町
レ
デ
ィ
ー
ス

　
　
　
　
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
】

　
　
　

（
平
成　
　

年　
　

月　
　

日
）

　
　
　
　
　
　

１
位　

西
郷
Ｂ

【
第
54
回
全
隠
岐
柔
道
選
手
権
大
会
】

　
　
　
　
（
平
成　
　

年　
　

月　
　

日
）

■
個
人
戦　

　

○
幼
児
の
部　

　
　
　

１
位　

小
平
健
太（
柔
友
会
）

　

○
小
学
生
低
学
年
の
部

　
　
　

１
位　

要
戸
奏
風（
柔
友
会
）

　

○
小
学
生
中
学
年
の
部　

　
　
　

１
位　

藤
田
拓
夢（
柔
友
会
）

　

○
小
学
生
高
学
年
の
部　

　
　
　

１
位　

藤
田
大
翔（
柔
友
会
）

　

○
中
学
生
無
段
の
部　

　
　
　

１
位　

藤
田
航
輝（
西
郷
中
学
校
）

　

○
一
般
の
部　

　
　
　

１
位　

牧
野
元
直（
柔
友
会
）

■
団
体
戦

　

○
小
学
生
の
部　

　
　
　

１
位　

柔
友
会
Ｄ　
　

　

○
一
般
の
部　

　
　
　

１
位　

柔
友
会
Ｏ
Ｂ

【
第
36
回
隠
岐
の
島
町

　
　
　
　
　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会
】

　
　
　
　
（
平
成　
　

年　
　

月　
　

日
）

■
シ
ン
グ
ル
ス

　

○
１
部
男
子　

１
位　

大
西
洋
二　

　

○
１
部
女
子　

１
位　

香
川
亜
耶

■
ダ
ブ
ル
ス

　

○
１
部
男
子　

１
位　

舩
田
直

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
西
洋
二　

組

　

○
２
部
男
子　

１
位　

鳥
井
光
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
下
勝
森　

組

　

○
１
部
女
子　

１
位  

大
濱
雪
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木
典
美　

組

　

○
２
部
女
子　

１
位　

宇
野
由
賀
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岸
根
悠　
　

組

　

ま
た
、ソ
リ
遊
び
、レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、

食
事
の
場
面
で
も
お
互
い
協
力
す
る
姿
や
、

男
女
が
仲
良
く
活
動
す
る
姿
が
多
く
、そ
れ

ぞ
れ
が
意
識
し
て
行
動
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

退
所
時
に
は
、大
山
青
年
の
家
の
職
員
の

方
か
ら
、「
み
ん
な
の
テ
キ
パ
キ
し
た
行
動

に
感
動
し
ま
し
た
。本
当
に
気
持
ち
の
い
い

集
団
で
し
た
。」と
評
価
し
て
い
た
だ
く
な

ど
、生
徒
た
ち
に
と
っ
て
大
き
な
自
信
に
つ

な
が
る
有
意
義
な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　

　

原
田
地
区
で
は
、毎
年
３
月
21
日
に
、

銚
子
の
御
客
神
社
で
地
区
全
体
の
祈
年

祭
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
祭
で
は
、２
年
に
１
度（
西
暦

偶
数
年
）、本
祭
と
し
て「
御
客
神
社
祭

礼
風
流
」が
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
祭
礼
は
、祈
年
祭
で
あ
る
こ
と

か
ら
、そ
の
年
の
五
穀
豊
穣
を
祈
願
し

ま
す
。

　

弓
を
放
つ「
的
射
の
式
」（
写
真
１
）

や「
饗
膳（
き
ょ
う
ぜ
ん
）の
式
」（
写

真
２
）に
就
く
そ
れ
ぞ
れ
の
役
に
は
、

細
か
く
定
ま
っ
た
作
法
が
あ
り
、３
月

１
日
の
御
酒
開（
み
き
び
ら
き
）で
役

が
決
定
し
て
か
ら
祭
礼
当
日
ま
で
、そ

の
作
法
を
習
熟
し
ま
す
。

　

こ
の
祭
礼
の
始
ま
っ
た
時
期
は
、不

明
で
す
が
、祭
礼
の
作
法
や
決
ま
り
ご

と
が
細
か
く
今
に
残
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、平
成
22
年
４
月
19
日
に
隠
岐

の
島
町
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。祭
礼
が
行
わ
れ
る
御
客
神

　
　

社
は
、境
内
に
あ
る
大
き
な
岩
を
信
仰

の
対
象
と
す
る
古
い
形
が
残
っ
て
お
り
、

神
社
そ
の
も
の
も
独
特
の
形
態
を
し
て

い
ま
す
。

　

今
年
は
、本
祭
が
行
わ
れ
る
年
と
な
っ

て
い
ま
す
。豊
作
を
祈
り
厳
か
な
祭
礼
が

執
り
行
わ
れ
ま
す
。　
　

隠
岐
の
島
町
教
育
委
員
会
事
務
局

電
話
２‐
２
２
０
６（
代
表
）

　図書館では、定期的に読み聞かせなどのイベ
ントを行なっています。申込などは、必要あり
ませんので、お気軽にお越しください。
○おはなしのへや
　ボランティアの皆さんによる絵本の読み聞か
せです。幼児・児童向けにおもしろい絵本を読
んでいただけます。
　日時：毎週土曜日午後３時から
○はじめてのえほん
　0歳～2歳くらいの赤ちゃんと一緒に手遊びや
絵本の読み聞かせを楽しみます。
　日時：毎週日曜日午前10時30分から
○ブックトークの会
　１人で本を読める子どもに、職員おすすめの
本を紹介します。小学校低・中学年が対象です。
　日時：毎月第１土曜日午後２時から

本の世界を楽しもう！

蔵書点検の結果

スキー研修に参加した五箇中学校１年生の皆さん

写真２：脇神主による饗膳の式

　2月に蔵書点検を行なった結果、平成25年
度に不明となった資料は、26点でした。内訳
は、一般書17点、郷土資料3点、児童書1点、
雑誌4点、視聴覚資料1点です。
　もしも、ご自宅に貸出手続きを忘れて持
ち帰った資料がありましたら、速やかにご
返却ください。
　また、休館中には、多くのボランティアの
方々の力をお借りして本と棚を掃除しまし
た。ご協力ありがとうございました。

ス
キ
ー
を
通
じ
て
大
き
な
自
信

              

五
箇
中
学
校
大
山
ス
キ
ー
研
修

隠
岐
の
島
町
体
育
協
会
主
催

大
会
の
優
勝
者
一
覧

写真１：宮司による的射の式の様子
鳥獣を退治します。

わきがんぬし

vol.29
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27
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27
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御客神社祭礼風流

町指定無形民俗文化財
おんぎゃくじんじゃさいれいふりゅう

　

五
箇
中
学
校
１
年
生
20
名
が
、１
月
29

日
か
ら
31
日
ま
で
の
３
日
間
、鳥
取
県
の

大
山
で
行
わ
れ
た
ス
キ
ー
研
修
に
参
加
し

ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
は
、ス
キ
ー
の
実
技
面
だ
け
で

な
く
、生
活
面
で
一
人
ひ
と
り
が
責
任
を
果

た
す
こ
と
、宿
泊
施
設
や
交
通
機
関
で
の
マ

ナ
ー
を
徹
底
し
て
守
る
こ
と
な
ど
を
目
的

と
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
生
徒
は
、ス
キ
ー
経
験
者
が
い

な
い
た
め
、大
山
到
着
後
、平
地
で
基
本
的

な
動
き
か
ら
指
導
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

実
際
に
板
を
装
着
す
る
と
、見
て
い
る
よ

り
は
る
か
に
難
し
く
、斜
面
で
な
い
の
に
苦

労
し
て
い
る
生
徒
も
見
ら
れ
ま
し
た
。そ
の

た
め
、ゲ
レ
ン
デ
に
行
く
こ
と
を
不
安
に
感

じ
る
生
徒
も
い
た
よ
う
で
す
が
、翌
日
の
午

前
中
に
全
員
が
初
級
コ
ー
ス
を
卒
業
し
、最

終
的
に
は
、中
級
コ
ー
ス
を
全
員
が
転
倒
せ

ず
に
滑
り
降
り
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

【
第
43
回
隠
岐
の
島
町
社
会
人

             
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
】

　
　
　

  

（
平
成　
　

年　
　

月　
　

日
）

　

○
男
子　

    
１
位　

二
本
松

　

○
女
子　

    

１
位　

隠
岐
高
校

【
第
15
回
全
隠
岐
テ
ニ
ス
大
会
】

           

（
平
成　
　

年　
　

月　
　

日
）

　

○
一
般
男
子　

１
位　

古
川
直
司

                         

宮
原
竜
二　

  
組

　

○
一
般
女
子　

１
位　

齋
藤
紀
子

                        

村
上
智
恵
子 

組

【
第
55
回
全
隠
岐
剣
道
選
手
権
大
会
】

           

（
平
成　
　

年　
　

月　
　

日
）

■
個
人
戦

   

○
小
学
生
低
学
年
男
女
混
合
の
部　

                  

１
位　

安
部
莉
生

　

○
小
学
生
中
学
年
男
子
の
部　

　
　
　
　
　
　

１
位　

安
部
凱
生

　

○
小
学
生
高
学
年
男
子
の
部　

　
　
　
　
　
　

１
位　

橋
本
光
太
郎

　

○
小
学
生
女
子
の
部　

　
　
　
　
　
　
　
１
位　

瀧
川
弥
聖

■
団
体
戦

　

○
小
学
生
の
部　

　
　
　
　
　
　

１
位　

東
郷
剣
友
会
Ｃ

【
第
45
回
隠
岐
の
島
町
レ
デ
ィ
ー
ス

　
　
　
　
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
】

　
　
　

（
平
成　
　

年　
　

月　
　

日
）

　
　
　
　
　
　

１
位　

西
郷
Ｂ

【
第
54
回
全
隠
岐
柔
道
選
手
権
大
会
】

　
　
　
　
（
平
成　
　

年　
　

月　
　

日
）

■
個
人
戦　

　

○
幼
児
の
部　

　
　
　

１
位　

小
平
健
太（
柔
友
会
）

　

○
小
学
生
低
学
年
の
部

　
　
　

１
位　

要
戸
奏
風（
柔
友
会
）

　

○
小
学
生
中
学
年
の
部　

　
　
　

１
位　

藤
田
拓
夢（
柔
友
会
）

　

○
小
学
生
高
学
年
の
部　

　
　
　

１
位　

藤
田
大
翔（
柔
友
会
）

　

○
中
学
生
無
段
の
部　

　
　
　

１
位　

藤
田
航
輝（
西
郷
中
学
校
）

　

○
一
般
の
部　

　
　
　

１
位　

牧
野
元
直（
柔
友
会
）

■
団
体
戦

　

○
小
学
生
の
部　

　
　
　

１
位　

柔
友
会
Ｄ　
　

　

○
一
般
の
部　

　
　
　

１
位　

柔
友
会
Ｏ
Ｂ

【
第
36
回
隠
岐
の
島
町

　
　
　
　
　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会
】

　
　
　
　
（
平
成　
　

年　
　

月　
　

日
）

■
シ
ン
グ
ル
ス

　

○
１
部
男
子　

１
位　

大
西
洋
二　

　

○
１
部
女
子　

１
位　

香
川
亜
耶

■
ダ
ブ
ル
ス

　

○
１
部
男
子　

１
位　

舩
田
直

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
西
洋
二　

組

　

○
２
部
男
子　

１
位　

鳥
井
光
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
下
勝
森　

組

　

○
１
部
女
子　

１
位  

大
濱
雪
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木
典
美　

組

　

○
２
部
女
子　

１
位　

宇
野
由
賀
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岸
根
悠　
　

組

　

ま
た
、ソ
リ
遊
び
、レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、

食
事
の
場
面
で
も
お
互
い
協
力
す
る
姿
や
、

男
女
が
仲
良
く
活
動
す
る
姿
が
多
く
、そ
れ

ぞ
れ
が
意
識
し
て
行
動
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

退
所
時
に
は
、大
山
青
年
の
家
の
職
員
の

方
か
ら
、「
み
ん
な
の
テ
キ
パ
キ
し
た
行
動

に
感
動
し
ま
し
た
。本
当
に
気
持
ち
の
い
い

集
団
で
し
た
。」と
評
価
し
て
い
た
だ
く
な

ど
、生
徒
た
ち
に
と
っ
て
大
き
な
自
信
に
つ

な
が
る
有
意
義
な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　

　

原
田
地
区
で
は
、毎
年
３
月
21
日
に
、

銚
子
の
御
客
神
社
で
地
区
全
体
の
祈
年

祭
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
祭
で
は
、２
年
に
１
度（
西
暦

偶
数
年
）、本
祭
と
し
て「
御
客
神
社
祭

礼
風
流
」が
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
祭
礼
は
、祈
年
祭
で
あ
る
こ
と

か
ら
、そ
の
年
の
五
穀
豊
穣
を
祈
願
し

ま
す
。

　

弓
を
放
つ「
的
射
の
式
」（
写
真
１
）

や「
饗
膳（
き
ょ
う
ぜ
ん
）の
式
」（
写

真
２
）に
就
く
そ
れ
ぞ
れ
の
役
に
は
、

細
か
く
定
ま
っ
た
作
法
が
あ
り
、３
月

１
日
の
御
酒
開（
み
き
び
ら
き
）で
役

が
決
定
し
て
か
ら
祭
礼
当
日
ま
で
、そ

の
作
法
を
習
熟
し
ま
す
。

　

こ
の
祭
礼
の
始
ま
っ
た
時
期
は
、不

明
で
す
が
、祭
礼
の
作
法
や
決
ま
り
ご

と
が
細
か
く
今
に
残
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、平
成
22
年
４
月
19
日
に
隠
岐

の
島
町
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。祭
礼
が
行
わ
れ
る
御
客
神

　
　

社
は
、境
内
に
あ
る
大
き
な
岩
を
信
仰

の
対
象
と
す
る
古
い
形
が
残
っ
て
お
り
、

神
社
そ
の
も
の
も
独
特
の
形
態
を
し
て

い
ま
す
。

　

今
年
は
、本
祭
が
行
わ
れ
る
年
と
な
っ

て
い
ま
す
。豊
作
を
祈
り
厳
か
な
祭
礼
が

執
り
行
わ
れ
ま
す
。　
　

隠
岐
の
島
町
教
育
委
員
会
事
務
局

電
話
２‐

２
２
０
６（
代
表
）

　図書館では、定期的に読み聞かせなどのイベ
ントを行なっています。申込などは、必要あり
ませんので、お気軽にお越しください。
○おはなしのへや
　ボランティアの皆さんによる絵本の読み聞か
せです。幼児・児童向けにおもしろい絵本を読
んでいただけます。
　日時：毎週土曜日午後３時から
○はじめてのえほん
　0歳～2歳くらいの赤ちゃんと一緒に手遊びや
絵本の読み聞かせを楽しみます。
　日時：毎週日曜日午前10時30分から
○ブックトークの会
　１人で本を読める子どもに、職員おすすめの
本を紹介します。小学校低・中学年が対象です。
　日時：毎月第１土曜日午後２時から

本の世界を楽しもう！

蔵書点検の結果

スキー研修に参加した五箇中学校１年生の皆さん

写真２：脇神主による饗膳の式

　2月に蔵書点検を行なった結果、平成25年
度に不明となった資料は、26点でした。内訳
は、一般書17点、郷土資料3点、児童書1点、
雑誌4点、視聴覚資料1点です。
　もしも、ご自宅に貸出手続きを忘れて持
ち帰った資料がありましたら、速やかにご
返却ください。
　また、休館中には、多くのボランティアの
方々の力をお借りして本と棚を掃除しまし
た。ご協力ありがとうございました。

ス
キ
ー
を
通
じ
て
大
き
な
自
信

              

五
箇
中
学
校
大
山
ス
キ
ー
研
修

隠
岐
の
島
町
体
育
協
会
主
催

大
会
の
優
勝
者
一
覧

写真１：宮司による的射の式の様子
鳥獣を退治します。

わきがんぬし
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軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請
に

つ
い
て

　町
で
は
、心
身
に
障
が
い
の
あ
る
方
の

生
活
の
た
め
に
使
用
す
る
場
合
な
ど
、一

定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
に
つ
い
て
は
、

申
請
に
よ
っ
て
軽
自
動
車
税
を
減
免
し
て

い
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
軽
自
動
車

①
身
体
障
が
い
者
等
の
本
人
ま
た
は
、生

計
を
と
も
に
す
る
方
が
所
有
す
る
軽
自
動

車
で
、次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
す

も
の　

・
身
体
障
が
い
者
等
本
人
が
運
転
す
る
軽

自
動
車

　
・
身
体
障
が
い
者
等
と
生
計
を
と
も
に
す

る
方
が
運
転
す
る
軽
自
動
車

　
・
身
体
障
が
い
者
等
の
み
で
構
成
さ
れ
る

世
帯
の
方
の
た
め
に
、常
時
介
護
す
る
方

が
運
転
す
る
軽
自
動
車

※

な
お
、生
計
を
と
も
に
す
る
方
が
所
有

す
る
軽
自
動
車
の
減
免
は
、身
体
障
が
い

者
等
本
人
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
が
な
い

場
合
に
限
ら
れ
ま
す
。

②
身
体
障
が
い
者
等
の
利
用
に
使
用
す
る

た
め
に
、特
別
な
仕
様
で
製
造
さ
れ
て
い

る
軽
自
動
車

子
ど
も
の
悩
み
に
は
、児
童
相

談
窓
口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　町
で
は
、
子
ど
も
や
子
育
て
中
の

方
の
た
め
の
児
童
相
談
窓
口
を
設
け

て
い
ま
す
。

　子
ど
も
に
関
す
る
問
題
や
不
安
な

気
持
ち
を
一
人
で
悩
ま
な
い
で
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
こ
ん
な
悩
み
を
抱
え
て
い
ま
せ
ん

か
？

✿
子
ど
も
と
う
ま
く
関
わ
れ
な
い
、イ

ラ
イ
ラ
す
る
な
ど
、子
育
て
に
不
安
が
あ

る✿
家
庭
内
に
、悩
み
や
心
配
ご
と
が
あ

り
、話
を
聞
い
て
ほ
し
い

✿
児
童
虐
待
に
関
す
る
こ
と
な
ど…

●
相
談
日

　毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で

　
（
祝
日・
年
末
年
始
を
除
く
）

　午
前
８
時30
分
か
ら
午
後
５
時15
分

ま
で

●
そ
の
他

　相
談
は
、無
料
で
、匿
名
で
も
ご
利

用
で
き
ま
す
。
ま
た
、相
談
内
容
の
秘

密
は
、固
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
相
談
受
付
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

　役
場
福
祉
課
児
童
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　
　電
話
２-

８
５
７
７

　相
談
受
付
専
用

　
　
　電
話
０
８
０-

２
９
２
４-

１
１
７9

●
障
が
い
の
区
分

①
身
体
障
が
い
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
る
方
で
、一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
方

②
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

で
、障
が
い
の
程
度
が「
Ａ
」の
方

③
精
神
障
が
い
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
い
る
方
で
、一
級
及
び
二
級
の

障
が
い
に
該
当
す
る
方

④
戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

方
で
、一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
方

※

一
定
の
要
件
に
つ
い
て
は
、お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

手
帳
の
交
付
日
が
、賦
課
期
日（
税
額

を
決
定
す
る
基
準
日
）で
あ
る
平
成26
年

４
月
１
日
以
前
の
場
合
に
限
り
ま
す
。

※
減
免
は
、心
身
に
障
が
い
の
あ
る
方
、

 

　

一
人
に
つ
き
１
台
で
す
。

　
　

　な
お
、普
通
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け

て
い
る
方
は
、減
免
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

●
申
請
に
必
要
な
も
の

①
軽
自
動
車
税
減
免
申
請
書

②
身
体
障
が
い
者
手
帳
等

③
自
動
車
検
査
証

④
運
転
免
許
証

⑤
印
鑑

●
申
請
期
限

　平
成26
年
５
月26
日（
月
）ま
で

ポ
イ
捨
て
は
や
め
ま
し
ょ
う

リ
サ
イ
ク
ル
袋
の
適
正
利
用

に
つ
い
て

　町
内
の
道
路
脇
や
、空
き
地
な
ど
い

た
る
と
こ
ろ
で
「
空
き
缶
」
や
「
吸
い

殻
」
な
ど
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
が
見
か
け

ら
れ
ま
す
。

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
よ
る

清
掃
活
動
で
も
、ほ
と
ん
ど
の
ゴ
ミ
が

ポ
イ
捨
て
に
よ
る
空
き
缶
な
ど
で
す
。

　一部
の
心
な
い
人
に
よ
る
こ
う
し

た
行
為
が
、町
の
美
観
を
損
ね
て
い
ま

す
。　一人

ひ
と
り
が
心
が
け
、ポ
イ
捨
て

を
や
め
、ゴ
ミ
の
な
い
美
し
い
町
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
。

　これ
に
よ
り
、昨
年
度
は
、計
約
１
２
０

ト
ン
の
資
源
ご
み（
缶
・ビ
ン・ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
）が
回
収
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
資
源
ご
み
は
、本
土
に
送
ら

れ
、様
々
な
原
料
に
加
工
さ
れ
再
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

　回
収
に
使
用
さ
れ
る
リ
サ
イ
ク
ル
袋

は
、昨
年
度
１
年
間
だ
け
で
約
１
８
，０

０
０
枚
が
無
料
配
布
さ
れ
ま
し
た
が
、こ

の
袋
が
、リ
サ
イ
ク
ル
以
外
の
目
的
で
使

用
さ
れ
た
場
合
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　リ
サ
イ
ク
ル
袋
を
他
の
目
的
に
使
用

し
た
り
、大
量
に
保
管
す
る
こ
と
は
、絶

対
に
や
め
、リ
サ
イ
ク
ル
の
た
め
適
正
に

使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　皆
さ
ま
に
は
、引
き
続
き
リ
サ
イ
ク
ル
の

推
進
と
省
資
源
、ご
み
減
量
化
へ
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

　役
場
税
務
課
住
民
税
係

　
　
　
　
　
　
　
電
話
２-

８
５
７
４

　布
施
支
所

　
　
　電
話
７-

４
３
１
１

　五
箇
支
所

　
　
　電
話
５-

２
２
１
１  

　都
万
支
所

　
　
　電
話
６-

２
３
１
１

　中
出
張
所

　
　
　電
話
４-

０
０
０
２

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

　役
場
環
境
課
生
活
環
境
係

　
　
　
　
　
　
　
電
話
２-

８
５
６
５

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

　役
場
環
境
課
清
掃
施
設
係

　
　
　
　
　
　
　
電
話
２-

８
５
６
５

 
　町
で
は
、
缶
・

ビ
ン
・ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
の
資
源
ご
み
に

つ
い
て
、
専
用
の

リ
サ
イ
ク
ル
袋
に

よ
り
、無
料
で
回

収
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。

 

Part29Part29●
が
ん
は
身
近
な
病
気
で
す

　現
在
、日
本
で
は
、生
涯
を
通
じ
、２

人
に
１
人
は
が
ん
に
か
か
り
、３
人
に

１
人
は
が
ん
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　本
町
で
は
、年
平
均
で
、男
性
が
約67

人
、女
性
が
約40
人
も
の
方
が
亡
く
な
っ

て
お
り
、男
性
の
が
ん
死
亡
者
数
は
、女

性
と
比
べ
て
約1.7
倍
と
多
い
状
況
で
す
。

●
が
ん
検
診
が
無
料
に
な
る
年
齢
が
あ
り

ま
す

　町
で
は
、子
宮
が
ん・
乳
が
ん・
大
腸

が
ん
検
診
に
、料
金
が
無
料
に
な
る
年
齢

を
設
け
て
い
ま
す
。

【
無
料
対
象
者
】

　嘱託
員
配
布
の
各
種
が
ん
検
診
通
知
書

の
料
金
欄
に
、「
無
料
」と
記
載
さ
れ
て
い

る
方
が
対
象
で
す
。

　なお
、が
ん
検
診
の
種
類
や
年
齢
に
よ

り
、無
料
ク
ー
ポ
ン
券
が
重
ね
て
送
付
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　早
期
の
が
ん
は
、完
治
の
確
率
が
非

常
に
高
く
な
り
ま
す
が
、そ
の
多
く
は
、

自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

　早
期
発
見・早
期
治
療
の
た
め
に
は
、

40
歳
に
な
っ
た
ら
、症
状
が
な
く
て
も
定

期
的
に
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で

す
。　なお

、子
宮
頸
が
ん
は
、20
歳
代
か
ら

30
歳
代
で
か
か
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
の

で
、20
歳
に
な
っ
た
ら
検
診
を
受
け
ま
し

ょ
う
。

　予
約
先
：
隠
岐
病
院

　健
診
室

　
　
　
　
　
　
　

  

電
話
２-

１
３
５
６

　予
約
期
間
：
平
成26
年
５
月
か
ら

平
成27
年
２
月
末
ま
で

　
事
業
所
健
診
で
受
診
で
き
な
か
っ
た

場
合
や
、受
診
の
機
会
が
な
い
場
合
は
、

ぜ
ひ
、本
町
が
実
施
す
る
検
診
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

　無症
状
の
う
ち
に「
が
ん
」を
早
期

に
発
見
し
、治
療
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
症
状
の
な
い
人
こ
そ
、ぜ
ひ
年
に

1
度
は
、が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

●
早
期
発
見
の
切
り
札
は
、が
ん
検
診
！

　働
き
盛
り
の40
歳
か
ら
、様
々
な
要
因

で
発
が
ん
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。

●
が
ん
検
診
の
受
け
方

　本町
で
は
、各
種
が
ん
検
診
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　各種
が
ん
検
診
に
は
、集
団
検
診
と
個

別
検
診
が
あ
り
ま
す
。

【
集
団
検
診
】

　各地
区
集
会
所
な
ど
で
実
施
し
て
い
ま

す
。４
月
中
に
通
知
書
を
嘱
託
員
配
布
し

ま
す
の
で
、会
場
や
受
付
時
間
を
ご
確
認

の
上
、お
こ
し
く
だ
さ
い
。

【
個
別
検
診
】

　隠
岐
病
院
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。都
合
の
良
い
日
を
隠
岐
病
院
で
ご
予

約
の
上
、受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

●
隠
岐
の
島
町
の
傾
向

　町
内
で
、死
亡
数
の
多
い
が
ん
は
、男

女
別
に
次
の
と
お
り
で
す
。

【
男
性
】

１
位
：
気
管
・
肺
が
ん

　

２
位
：
胃
が
ん

　
　

３
位
：
肝
臓
が
ん

４
位
：
大
腸
が
ん

　

５
位
：
膵
臓
が
ん

【
女
性
】

１
位
：
大
腸
が
ん

　

２
位
：
胃
が
ん

　
　

３
位
：
膵
臓
が
ん

　
　

４
位
：
気
管
・
肺
が
ん

　

５
位
：
乳
が
ん・肝
臓
が
ん・胆
の
う
が
ん

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
　

　役
場
保
健
課
健
康
係

　
　
　
　
　
　
　
　電話
２-

８
５
６
２

働
き
盛
り
の
年
代（
40
〜
64
歳
）で
死
亡

数
の
多
い
が
ん

男
性
：
胃
が
ん
、気
管・肺
が
ん

女
性
：
大
腸
が
ん
、乳
が
ん

布施・中村地区での清掃活動の様子（平成25年3月9日）
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●
早
期働

で
発
が

働
き

数
の

が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！



軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請
に

つ
い
て

　町
で
は
、心
身
に
障
が
い
の
あ
る
方
の

生
活
の
た
め
に
使
用
す
る
場
合
な
ど
、一

定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
に
つ
い
て
は
、

申
請
に
よ
っ
て
軽
自
動
車
税
を
減
免
し
て

い
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
軽
自
動
車

①
身
体
障
が
い
者
等
の
本
人
ま
た
は
、生

計
を
と
も
に
す
る
方
が
所
有
す
る
軽
自
動

車
で
、次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
す

も
の　

・
身
体
障
が
い
者
等
本
人
が
運
転
す
る
軽

自
動
車

　
・
身
体
障
が
い
者
等
と
生
計
を
と
も
に
す

る
方
が
運
転
す
る
軽
自
動
車

　
・
身
体
障
が
い
者
等
の
み
で
構
成
さ
れ
る

世
帯
の
方
の
た
め
に
、常
時
介
護
す
る
方

が
運
転
す
る
軽
自
動
車

※

な
お
、生
計
を
と
も
に
す
る
方
が
所
有

す
る
軽
自
動
車
の
減
免
は
、身
体
障
が
い

者
等
本
人
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
が
な
い

場
合
に
限
ら
れ
ま
す
。

②
身
体
障
が
い
者
等
の
利
用
に
使
用
す
る

た
め
に
、特
別
な
仕
様
で
製
造
さ
れ
て
い

る
軽
自
動
車

子
ど
も
の
悩
み
に
は
、児
童
相

談
窓
口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　町
で
は
、
子
ど
も
や
子
育
て
中
の

方
の
た
め
の
児
童
相
談
窓
口
を
設
け

て
い
ま
す
。

　子
ど
も
に
関
す
る
問
題
や
不
安
な

気
持
ち
を
一
人
で
悩
ま
な
い
で
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
こ
ん
な
悩
み
を
抱
え
て
い
ま
せ
ん

か
？

✿
子
ど
も
と
う
ま
く
関
わ
れ
な
い
、イ

ラ
イ
ラ
す
る
な
ど
、子
育
て
に
不
安
が
あ

る✿
家
庭
内
に
、悩
み
や
心
配
ご
と
が
あ

り
、話
を
聞
い
て
ほ
し
い

✿
児
童
虐
待
に
関
す
る
こ
と
な
ど…

●
相
談
日

　毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で

　
（
祝
日・
年
末
年
始
を
除
く
）

　午
前
８
時30
分
か
ら
午
後
５
時15
分

ま
で

●
そ
の
他

　相
談
は
、無
料
で
、匿
名
で
も
ご
利

用
で
き
ま
す
。
ま
た
、相
談
内
容
の
秘

密
は
、固
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
相
談
受
付
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

　役
場
福
祉
課
児
童
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　
　電
話
２-

８
５
７
７

　相
談
受
付
専
用

　
　
　電
話
０
８
０-

２
９
２
４-

１
１
７9

●
障
が
い
の
区
分

①
身
体
障
が
い
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
る
方
で
、一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
方

②
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

で
、障
が
い
の
程
度
が「
Ａ
」の
方

③
精
神
障
が
い
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
い
る
方
で
、一
級
及
び
二
級
の

障
が
い
に
該
当
す
る
方

④
戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

方
で
、一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
方

※

一
定
の
要
件
に
つ
い
て
は
、お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

手
帳
の
交
付
日
が
、賦
課
期
日（
税
額

を
決
定
す
る
基
準
日
）で
あ
る
平
成26
年

４
月
１
日
以
前
の
場
合
に
限
り
ま
す
。

※

減
免
は
、心
身
に
障
が
い
の
あ
る
方
、

 

　

一
人
に
つ
き
１
台
で
す
。

　
　

　な
お
、普
通
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け

て
い
る
方
は
、減
免
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

●
申
請
に
必
要
な
も
の

①
軽
自
動
車
税
減
免
申
請
書

②
身
体
障
が
い
者
手
帳
等

③
自
動
車
検
査
証

④
運
転
免
許
証

⑤
印
鑑

●
申
請
期
限

　平
成26
年
５
月26
日（
月
）ま
で

ポ
イ
捨
て
は
や
め
ま
し
ょ
う

リ
サ
イ
ク
ル
袋
の
適
正
利
用

に
つ
い
て

　町
内
の
道
路
脇
や
、空
き
地
な
ど
い

た
る
と
こ
ろ
で
「
空
き
缶
」
や
「
吸
い

殻
」
な
ど
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
が
見
か
け

ら
れ
ま
す
。

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
よ
る

清
掃
活
動
で
も
、ほ
と
ん
ど
の
ゴ
ミ
が

ポ
イ
捨
て
に
よ
る
空
き
缶
な
ど
で
す
。

　一部
の
心
な
い
人
に
よ
る
こ
う
し

た
行
為
が
、町
の
美
観
を
損
ね
て
い
ま

す
。　一人

ひ
と
り
が
心
が
け
、ポ
イ
捨
て

を
や
め
、ゴ
ミ
の
な
い
美
し
い
町
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
。

　これ
に
よ
り
、昨
年
度
は
、計
約
１
２
０

ト
ン
の
資
源
ご
み（
缶
・ビ
ン・ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
）が
回
収
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
資
源
ご
み
は
、本
土
に
送
ら

れ
、様
々
な
原
料
に
加
工
さ
れ
再
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

　回
収
に
使
用
さ
れ
る
リ
サ
イ
ク
ル
袋

は
、昨
年
度
１
年
間
だ
け
で
約
１
８
，０

０
０
枚
が
無
料
配
布
さ
れ
ま
し
た
が
、こ

の
袋
が
、リ
サ
イ
ク
ル
以
外
の
目
的
で
使

用
さ
れ
た
場
合
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　リ
サ
イ
ク
ル
袋
を
他
の
目
的
に
使
用

し
た
り
、大
量
に
保
管
す
る
こ
と
は
、絶

対
に
や
め
、リ
サ
イ
ク
ル
の
た
め
適
正
に

使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　皆
さ
ま
に
は
、引
き
続
き
リ
サ
イ
ク
ル
の

推
進
と
省
資
源
、ご
み
減
量
化
へ
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

　役
場
税
務
課
住
民
税
係

　
　
　
　
　
　
　
電
話
２-

８
５
７
４

　布
施
支
所

　
　
　電
話
７-

４
３
１
１

　五
箇
支
所

　
　
　電
話
５-

２
２
１
１  

　都
万
支
所

　
　
　電
話
６-

２
３
１
１

　中
出
張
所

　
　
　電
話
４-

０
０
０
２

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

　役
場
環
境
課
生
活
環
境
係

　
　
　
　
　
　
　
電
話
２-

８
５
６
５

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

　役
場
環
境
課
清
掃
施
設
係

　
　
　
　
　
　
　
電
話
２-

８
５
６
５

 
　町
で
は
、
缶
・

ビ
ン
・ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
の
資
源
ご
み
に

つ
い
て
、
専
用
の

リ
サ
イ
ク
ル
袋
に

よ
り
、無
料
で
回

収
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。

 

Part29Part29●
が
ん
は
身
近
な
病
気
で
す

　現
在
、日
本
で
は
、生
涯
を
通
じ
、２

人
に
１
人
は
が
ん
に
か
か
り
、３
人
に

１
人
は
が
ん
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　本
町
で
は
、年
平
均
で
、男
性
が
約67

人
、女
性
が
約40
人
も
の
方
が
亡
く
な
っ

て
お
り
、男
性
の
が
ん
死
亡
者
数
は
、女

性
と
比
べ
て
約1.7
倍
と
多
い
状
況
で
す
。

●
が
ん
検
診
が
無
料
に
な
る
年
齢
が
あ
り

ま
す

　町
で
は
、子
宮
が
ん・
乳
が
ん・
大
腸

が
ん
検
診
に
、料
金
が
無
料
に
な
る
年
齢

を
設
け
て
い
ま
す
。

【
無
料
対
象
者
】

　嘱託
員
配
布
の
各
種
が
ん
検
診
通
知
書

の
料
金
欄
に
、「
無
料
」と
記
載
さ
れ
て
い

る
方
が
対
象
で
す
。

　なお
、が
ん
検
診
の
種
類
や
年
齢
に
よ

り
、無
料
ク
ー
ポ
ン
券
が
重
ね
て
送
付
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　早
期
の
が
ん
は
、完
治
の
確
率
が
非

常
に
高
く
な
り
ま
す
が
、そ
の
多
く
は
、

自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

　早
期
発
見・早
期
治
療
の
た
め
に
は
、

40
歳
に
な
っ
た
ら
、症
状
が
な
く
て
も
定

期
的
に
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で

す
。　なお

、子
宮
頸
が
ん
は
、20
歳
代
か
ら

30
歳
代
で
か
か
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
の

で
、20
歳
に
な
っ
た
ら
検
診
を
受
け
ま
し

ょ
う
。

　予
約
先
：
隠
岐
病
院

　健
診
室

　
　
　
　
　
　
　

  

電
話
２-

１
３
５
６

　予
約
期
間
：
平
成26
年
５
月
か
ら

平
成27
年
２
月
末
ま
で

　
事
業
所
健
診
で
受
診
で
き
な
か
っ
た

場
合
や
、受
診
の
機
会
が
な
い
場
合
は
、

ぜ
ひ
、本
町
が
実
施
す
る
検
診
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

　無症
状
の
う
ち
に「
が
ん
」を
早
期

に
発
見
し
、治
療
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
症
状
の
な
い
人
こ
そ
、ぜ
ひ
年
に

1
度
は
、が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

●
早
期
発
見
の
切
り
札
は
、が
ん
検
診
！

　働
き
盛
り
の40
歳
か
ら
、様
々
な
要
因

で
発
が
ん
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。

●
が
ん
検
診
の
受
け
方

　本町
で
は
、各
種
が
ん
検
診
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　各種
が
ん
検
診
に
は
、集
団
検
診
と
個

別
検
診
が
あ
り
ま
す
。

【
集
団
検
診
】

　各地
区
集
会
所
な
ど
で
実
施
し
て
い
ま

す
。４
月
中
に
通
知
書
を
嘱
託
員
配
布
し

ま
す
の
で
、会
場
や
受
付
時
間
を
ご
確
認

の
上
、お
こ
し
く
だ
さ
い
。

【
個
別
検
診
】

　隠
岐
病
院
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。都
合
の
良
い
日
を
隠
岐
病
院
で
ご
予

約
の
上
、受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

●
隠
岐
の
島
町
の
傾
向

　町
内
で
、死
亡
数
の
多
い
が
ん
は
、男

女
別
に
次
の
と
お
り
で
す
。

【
男
性
】

１
位
：
気
管
・
肺
が
ん

　

２
位
：
胃
が
ん

　
　

３
位
：
肝
臓
が
ん

４
位
：
大
腸
が
ん

　

５
位
：
膵
臓
が
ん

【
女
性
】

１
位
：
大
腸
が
ん

　

２
位
：
胃
が
ん

　
　

３
位
：
膵
臓
が
ん

　
　

４
位
：
気
管
・
肺
が
ん

　

５
位
：
乳
が
ん・肝
臓
が
ん・胆
の
う
が
ん

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
　

　役
場
保
健
課
健
康
係

　
　
　
　
　
　
　
　電話
２-

８
５
６
２

働
き
盛
り
の
年
代（
40
〜
64
歳
）で
死
亡

数
の
多
い
が
ん

男
性
：
胃
が
ん
、気
管・肺
が
ん

女
性
：
大
腸
が
ん
、乳
が
ん

布施・中村地区での清掃活動の様子（平成25年3月9日）
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●
早
期働

で
発
が

働
き

数
の

が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！



　

長
い
冬
を
越
え
て
、い
よ

い
よ
春
が
や
っ
て
来
ま
し

た
！

　

今
月
は
、布
施
の
浄
土
ヶ

浦
海
岸
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。こ
こ
は
島
後
で
一
番
好

き
な
場
所
の
ひ
と
つ
で
す
。

松
の
木
、ア
ク
ア
な
水
と
海

岸
に
転
が
っ
て
い
る
様
々

な
色
の
石
か
ら
な
る
風
景

は
、と
て
も
穏
や
か
で
美
し

観
察
が
で
き
て
、楽
し
い
で
す
。こ
の
地
層

は
、２
６
０
０
万
年
前
に
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸

に
あ
る
湖
に
で
き
た
も
の
で
、隠
岐
諸
島
が

で
き
た
時
に
火
山
活
動
に
よ
っ
て
持
ち
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

海
岸
に
は
、他
に
も
面
白
い
石
が
多
く
、

見
ど
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。コ
ー
ス

に
は
、ジ
オ
パ
ー
ク
の
説
明
看
板
が
あ
り
ま

す
の
で
、ぜ
ひ
行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

　

今
度
、私
は
、お
弁
当
を
持
っ
て
ピ
ク
ニ

ッ
ク
に
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
！

い
で
す
。

　

海
岸
に
降
り
て
い
く
と
、海
岸
線
沿
い
に

散
策
コ
ー
ス
が
あ
り
、ず
っ
と
山
の
上
ま
で

行
け
ま
す
。そ
ん
な
に
き
つ
い
道
で
は
な
い

の
で
、少
し
だ
け
ハ
イ
キ
ン
グ
が
好
き
な
方

に
も
お
す
す
め
で
す
。

　

そ
し
て
、海
岸
の
正
面
に
湖
で
堆
積
さ
れ

た
大
き
く
立
派
な
地
層
が
あ
り
、近
く
か
ら

●隠岐布施海岸（国指定名勝）
浄土ヶ浦海岸からあご越岬まで、布施海岸一帯の
特徴的な地形景観が名勝の指定を受けています。

　

今
春
、町
内
の
県
立
高
校
を
卒
業
し
、

自
衛
隊
に
入
隊
す
る
３
名
の
皆
さ
ん
の

激
励
会
が
、3
月
5
日
に
、隠
岐
の
島
町

商
工
会
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
激
励
会
は
、隠
岐
地
区
防
衛
協
会

が
主
催
し
、入
隊
予
定
の
皆
さ
ん
の
活
躍

を
祈
念
し
ま
し
た
。

　

島
根
県
が
、平
成
25
年
度
か
ら
実
施
し

て
い
る「
し
ま
ね
流
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

表
彰
」で
、本
町
の
西
郷
中
町
町
内
会
連
合

会
が
県
知
事
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
ま
ね
流
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
表
彰

は
、自
治
会
や
町
内
会
な
ど
で
、住
民
が

主
体
と
な
っ
て
、見
守
り
・
声
か
け
・
生
活

支
援
な
ど
の
地
域
福
祉
活
動
に
取
り
組

む
団
体
の
功
績
を
讃
え
る
も
の
で
す
。

　

西
郷
中
町
町
内
会
連
合
会
は
、地
域
内
の

人
口
減
が
進
む
中
、人
の
つ
な
が
り
を
強
く

す
る
た
め
の
様
々
な
活
動
に
取
り
組
ま
れ
、

地
域
内
の
防
犯・防
災
意
識
が
高
ま
る
と
と

も
に
、地
域
行
事
へ
の
住
民
の
参
加
も
増
え

る
な
ど
、大
き
な
効
果
を
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。

　

激
励
会
に
参
加
し
た
、入
隊
予
定
の
皆
さ

ん
。写
真
左
か
ら
、森
山
正
信
さ
ん（
隠
岐

高
校
卒・陸
上
自
衛
隊
）、村
松
楓
さ
ん（
隠

岐
水
産
高
校
卒・海
上
自
衛
隊
）、髙
橋
瑞

穂
さ
ん（
隠
岐
高
校
卒・陸
上
自
衛
隊
）

自
衛
隊
入
隊
予
定
者
激
励
会
開
催

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
表
彰
受
賞

　
　
　
　

西
郷
中
町
町
内
会
連
合
会

　

平
成
26
年
２
月
28
日
、隠
岐
の
島
町

と
国
立
大
学
法
人
島
根
大
学
と
は
、地
域

社
会
の
発
展
や
人
材
育
成
な
ど
に
つ
い

て
、よ
り
一
層
、連
携
・
協
力
し
て
取
り

組
ん
で
い
く
た
め
の
包
括
的
連
携
協
定

を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
に
よ
り
、本
町
で
は
、島
根

大
学
が
、地
域
に
対
す
る
社
会
貢
献
活
動

と
し
て
行
な
っ
て
い
る
、学
術
研
究
の
成

果
の
還
元
な
ど
を
積
極
的
に
活
用
し
、と

も
に
連
携
し
な
が
ら
、地
域
社
会
の
発
展

や
人
材
の
育
成
な
ど
地
域
課
題
の
解
決

に
向
け
、取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

島
根
大
学
と
の

　
　
　
　
　
包
括
的
連
携
協
定
締
結

表彰状を手にする大田耕士連合会会長（写真右）
写真左は、溝口島根県知事（平成26年2月4日・
島根県庁）

協定書を手にする、島根大学の小林祥泰学長（写真左）と
松田町長（役場ふれあいセンター）

「竹島の日」記念式典での感謝状
贈呈式の様子

（松江市・島根県民会館）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部
隠
岐
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　

電
話
２-

8
3
5
1

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
企
画
財
政
課
企
画
調
整
係

　
　
　
　
　
　
　
　

電
話
２-

８
５
６
６

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

隠
岐
の
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　

電
話
２-

０
６
８
５

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
課
竹
島
対
策
係

　
　
　
　
　
　

 　

電
話
２‐

２
１
１
１

　

２
月
22
日
は
、島
根
県
が
条
例
で
定

め
た「
竹
島
の
日
」で
す
。

　

こ
の
日
に
合
わ
せ
、島
根
県
、島
根

県
議
会
、竹
島
・
北
方
領
土
返
還
要
求

運
動
島
根
県
民
会
議
で
は
、平
成
18
年

か
ら
毎
年
、「
竹
島
の
日
」記
念
式
典
及

び
竹
島
・
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
県

民
大
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
式
典
に
は
、本
町
の
松
田
町

長
を
は
じ
め
、国
会
議
員
を
含
む
関
係

者
な
ど
約
５
０
０
名
が
参
加
。さ
ら
に
、

政
府
か
ら
は
、亀
岡
偉
民
内
閣
府
大
臣

政
務
官
が
出
席
さ
れ
、竹
島
問
題
の
早

期
解
決
へ
の
意
欲
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、国
へ
の
要
望
活
動
や
竹

島
問
題
研
究
の
た
め
に
協
力
・
尽
力
さ

れ
た
方
々
へ
の
感
謝
状
の
贈
呈
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、隠
岐
の
島
町
か
ら
は
、下
記

の
３
名
の
皆
さ
ま
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

【
感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
た
皆
さ
ん
】

●
池
田 

正
孝　

様（
栄
町
地
区
在
住
）

　

昭
和
40
年
に
学
校
教
育
で
竹
島
問
題

を
取
り
上
げ
ら
れ
た
ほ
か
、昭
和
初
期
の

竹
島
で
の
漁
労
に
つ
い
て
、漁
師
や
ア
シ

カ
の
様
子
な
ど
貴
重
な
証
言
を
さ
れ
ま

し
た
。

●
佐
々
木 

恂　

様（
原
田
地
区
在
住
）

　

竹
島
漁
労
の
開
拓
者
で
あ
る
祖
父
の

石
橋
松
太
郎
氏
が
、竹
島
で
手
掛
け
ら

れ
て
い
た
ア
シ
カ
猟
や
ア
ワ
ビ
漁
な
ど
に

つ
い
て
、詳
細
に
証
言
さ
れ
、明
治
30
年

代
の
漁
労
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
貴

重
な
資
料
と
な
り
ま
し
た
。

●
濵
田 

ヤ
ス
ミ　

様（
神
米
地
区
在
住
）

　

夫
の
濵
田
正
太
郎
氏
が
製
作
し
た
、昭

和
初
期
に
竹
島
漁
労
で
使
用
さ
れ
て
い

た
カ
ン
コ
船
の
模
型
を
島
根
県
や
本
町

に
寄
贈
さ
れ
、そ
の
模
型
は
、当
時
の
漁

労
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
貴
重
な
資

料
と
な
り
ま
し
た
。

島
根
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
島
後
支
部

       

と
の
災
害
時
の
協
定
締
結

協定書を手にする、島根県LPガス協会島後支部の谷村文男
支部長（写真右）と松田町長（役場本庁）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
課
消
防
防
災
係

　
　
　
　
　
　
　
　

電
話
２-

２
１
１
１

　

平
成
26
年
２
月
28
日
、隠
岐
の
島
町

と
島
根
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
島
後
支
部
と
は
、

災
害
時
の
緊
急
用
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
調
達
に

関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
に
よ
り
、大
規
模
災
害
の
発

生
に
備
え
、物
資
が
備
蓄
さ
れ
る
と
と
も

に
、災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、優
先

的
に
、町
が
指
定
し
た
避
難
所
な
ど
に
物

資
が
供
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

※

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
は
、容
器
に
よ
る
個
別
供
給

の
た
め
、災
害
時
に
は
、復
旧
が
早
く
、

炊
き
出
し
な
ど
避
難
所
で
の
生
活
を
支

え
る
重
要
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し
て
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

春の散策に
でかけましょう！

いた浦たき松岸なは

い
で
す
。

第11回

待
ち
に
待
っ
た
春
、

浄
土
ヶ
浦
海
岸
に
は
発
見
が
い
っ
ぱ
い
！

第
９
回「
竹
島
の
日
」記
念
式
典

本
町
か
ら
３
名
の
皆
さ
ん
に
感
謝
状
贈
呈



　

長
い
冬
を
越
え
て
、い
よ

い
よ
春
が
や
っ
て
来
ま
し

た
！

　

今
月
は
、布
施
の
浄
土
ヶ

浦
海
岸
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。こ
こ
は
島
後
で
一
番
好

き
な
場
所
の
ひ
と
つ
で
す
。

松
の
木
、ア
ク
ア
な
水
と
海

岸
に
転
が
っ
て
い
る
様
々

な
色
の
石
か
ら
な
る
風
景

は
、と
て
も
穏
や
か
で
美
し

観
察
が
で
き
て
、楽
し
い
で
す
。こ
の
地
層

は
、２
６
０
０
万
年
前
に
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸

に
あ
る
湖
に
で
き
た
も
の
で
、隠
岐
諸
島
が

で
き
た
時
に
火
山
活
動
に
よ
っ
て
持
ち
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

海
岸
に
は
、他
に
も
面
白
い
石
が
多
く
、

見
ど
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。コ
ー
ス

に
は
、ジ
オ
パ
ー
ク
の
説
明
看
板
が
あ
り
ま

す
の
で
、ぜ
ひ
行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

　

今
度
、私
は
、お
弁
当
を
持
っ
て
ピ
ク
ニ

ッ
ク
に
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
！

い
で
す
。

　

海
岸
に
降
り
て
い
く
と
、海
岸
線
沿
い
に

散
策
コ
ー
ス
が
あ
り
、ず
っ
と
山
の
上
ま
で

行
け
ま
す
。そ
ん
な
に
き
つ
い
道
で
は
な
い

の
で
、少
し
だ
け
ハ
イ
キ
ン
グ
が
好
き
な
方

に
も
お
す
す
め
で
す
。

　

そ
し
て
、海
岸
の
正
面
に
湖
で
堆
積
さ
れ

た
大
き
く
立
派
な
地
層
が
あ
り
、近
く
か
ら

●隠岐布施海岸（国指定名勝）
浄土ヶ浦海岸からあご越岬まで、布施海岸一帯の
特徴的な地形景観が名勝の指定を受けています。

　

今
春
、町
内
の
県
立
高
校
を
卒
業
し
、

自
衛
隊
に
入
隊
す
る
３
名
の
皆
さ
ん
の

激
励
会
が
、3
月
5
日
に
、隠
岐
の
島
町

商
工
会
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
激
励
会
は
、隠
岐
地
区
防
衛
協
会

が
主
催
し
、入
隊
予
定
の
皆
さ
ん
の
活
躍

を
祈
念
し
ま
し
た
。

　

島
根
県
が
、平
成
25
年
度
か
ら
実
施
し

て
い
る「
し
ま
ね
流
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

表
彰
」で
、本
町
の
西
郷
中
町
町
内
会
連
合

会
が
県
知
事
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
ま
ね
流
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
表
彰

は
、自
治
会
や
町
内
会
な
ど
で
、住
民
が

主
体
と
な
っ
て
、見
守
り
・
声
か
け
・
生
活

支
援
な
ど
の
地
域
福
祉
活
動
に
取
り
組

む
団
体
の
功
績
を
讃
え
る
も
の
で
す
。

　

西
郷
中
町
町
内
会
連
合
会
は
、地
域
内
の

人
口
減
が
進
む
中
、人
の
つ
な
が
り
を
強
く

す
る
た
め
の
様
々
な
活
動
に
取
り
組
ま
れ
、

地
域
内
の
防
犯・防
災
意
識
が
高
ま
る
と
と

も
に
、地
域
行
事
へ
の
住
民
の
参
加
も
増
え

る
な
ど
、大
き
な
効
果
を
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。

　

激
励
会
に
参
加
し
た
、入
隊
予
定
の
皆
さ

ん
。写
真
左
か
ら
、森
山
正
信
さ
ん（
隠
岐

高
校
卒・陸
上
自
衛
隊
）、村
松
楓
さ
ん（
隠

岐
水
産
高
校
卒・海
上
自
衛
隊
）、髙
橋
瑞

穂
さ
ん（
隠
岐
高
校
卒・陸
上
自
衛
隊
）

自
衛
隊
入
隊
予
定
者
激
励
会
開
催

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
表
彰
受
賞

　
　
　
　

西
郷
中
町
町
内
会
連
合
会

　

平
成
26
年
２
月
28
日
、隠
岐
の
島
町

と
国
立
大
学
法
人
島
根
大
学
と
は
、地
域

社
会
の
発
展
や
人
材
育
成
な
ど
に
つ
い

て
、よ
り
一
層
、連
携
・
協
力
し
て
取
り

組
ん
で
い
く
た
め
の
包
括
的
連
携
協
定

を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
に
よ
り
、本
町
で
は
、島
根

大
学
が
、地
域
に
対
す
る
社
会
貢
献
活
動

と
し
て
行
な
っ
て
い
る
、学
術
研
究
の
成

果
の
還
元
な
ど
を
積
極
的
に
活
用
し
、と

も
に
連
携
し
な
が
ら
、地
域
社
会
の
発
展

や
人
材
の
育
成
な
ど
地
域
課
題
の
解
決

に
向
け
、取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

島
根
大
学
と
の

　
　
　
　
　
包
括
的
連
携
協
定
締
結

表彰状を手にする大田耕士連合会会長（写真右）
写真左は、溝口島根県知事（平成26年2月4日・
島根県庁）

協定書を手にする、島根大学の小林祥泰学長（写真左）と
松田町長（役場ふれあいセンター）

「竹島の日」記念式典での感謝状
贈呈式の様子

（松江市・島根県民会館）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部
隠
岐
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　

電
話
２-

8
3
5
1

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
企
画
財
政
課
企
画
調
整
係

　
　
　
　
　
　
　
　

電
話
２-

８
５
６
６

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

隠
岐
の
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　

電
話
２-

０
６
８
５

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
課
竹
島
対
策
係

　
　
　
　
　
　

 　

電
話
２‐

２
１
１
１

　

２
月
22
日
は
、島
根
県
が
条
例
で
定

め
た「
竹
島
の
日
」で
す
。

　

こ
の
日
に
合
わ
せ
、島
根
県
、島
根

県
議
会
、竹
島
・
北
方
領
土
返
還
要
求

運
動
島
根
県
民
会
議
で
は
、平
成
18
年

か
ら
毎
年
、「
竹
島
の
日
」記
念
式
典
及

び
竹
島
・
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
県

民
大
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
式
典
に
は
、本
町
の
松
田
町

長
を
は
じ
め
、国
会
議
員
を
含
む
関
係

者
な
ど
約
５
０
０
名
が
参
加
。さ
ら
に
、

政
府
か
ら
は
、亀
岡
偉
民
内
閣
府
大
臣

政
務
官
が
出
席
さ
れ
、竹
島
問
題
の
早

期
解
決
へ
の
意
欲
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、国
へ
の
要
望
活
動
や
竹

島
問
題
研
究
の
た
め
に
協
力
・
尽
力
さ

れ
た
方
々
へ
の
感
謝
状
の
贈
呈
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、隠
岐
の
島
町
か
ら
は
、下
記

の
３
名
の
皆
さ
ま
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

【
感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
た
皆
さ
ん
】

●
池
田 

正
孝　

様（
栄
町
地
区
在
住
）

　

昭
和
40
年
に
学
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で
竹
島
問
題

を
取
り
上
げ
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ほ
か
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和
初
期
の

竹
島
で
の
漁
労
に
つ
い
て
、漁
師
や
ア
シ

カ
の
様
子
な
ど
貴
重
な
証
言
を
さ
れ
ま

し
た
。

●
佐
々
木 

恂　

様（
原
田
地
区
在
住
）
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漁
労
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拓
者
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あ
る
祖
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の

石
橋
松
太
郎
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が
、竹
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手
掛
け
ら
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た
ア
シ
カ
猟
や
ア
ワ
ビ
漁
な
ど
に

つ
い
て
、詳
細
に
証
言
さ
れ
、明
治
30
年

代
の
漁
労
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
貴

重
な
資
料
と
な
り
ま
し
た
。

●
濵
田 

ヤ
ス
ミ　

様（
神
米
地
区
在
住
）

　

夫
の
濵
田
正
太
郎
氏
が
製
作
し
た
、昭

和
初
期
に
竹
島
漁
労
で
使
用
さ
れ
て
い

た
カ
ン
コ
船
の
模
型
を
島
根
県
や
本
町

に
寄
贈
さ
れ
、そ
の
模
型
は
、当
時
の
漁

労
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
貴
重
な
資

料
と
な
り
ま
し
た
。

島
根
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
島
後
支
部

       

と
の
災
害
時
の
協
定
締
結

協定書を手にする、島根県LPガス協会島後支部の谷村文男
支部長（写真右）と松田町長（役場本庁）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
課
消
防
防
災
係

　
　
　
　
　
　
　
　

電
話
２-

２
１
１
１

　

平
成
26
年
２
月
28
日
、隠
岐
の
島
町

と
島
根
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
島
後
支
部
と
は
、

災
害
時
の
緊
急
用
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
調
達
に

関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
に
よ
り
、大
規
模
災
害
の
発

生
に
備
え
、物
資
が
備
蓄
さ
れ
る
と
と
も

に
、災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、優
先

的
に
、町
が
指
定
し
た
避
難
所
な
ど
に
物

資
が
供
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

※

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
は
、容
器
に
よ
る
個
別
供
給

の
た
め
、災
害
時
に
は
、復
旧
が
早
く
、

炊
き
出
し
な
ど
避
難
所
で
の
生
活
を
支

え
る
重
要
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し
て
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

春の散策に
でかけましょう！

いた浦たき松岸なは

い
で
す
。

第11回

待
ち
に
待
っ
た
春
、

浄
土
ヶ
浦
海
岸
に
は
発
見
が
い
っ
ぱ
い
！

第
９
回「
竹
島
の
日
」記
念
式
典

本
町
か
ら
３
名
の
皆
さ
ん
に
感
謝
状
贈
呈



進学・結婚・出産・新築 等各種内祝い
お気軽にお問い合わせ下さい
進学・結婚・出産・新築 等各種内祝い
お気軽にお問い合わせ下さい

※

2
月
28
日
ま
で
の
受
付
分（
敬
称
略
）

電話５-3099さかえ

濱
田

　
尊

　

    

中
町

　

 

濱
田

　
貴
士

齋
藤

　
優
叶

　

 

中
町

　

 

齋
藤

　
司

一
橋

　
昊
七

　

 

城
北
町 

一
橋

　
貴
大

吉
田

　
結
羅

　

 

西
町

　

 

吉
田

　
祐
太

勝
部

　
恵
太

　

 

南
方

　

 

勝
部

　
侑

齋
藤

　
萌
香

　

 

有
木

　

 

齋
藤

　
誠

齋
藤

　
満
徳

　
　
元
屋

　
　

 

66
歳

明

　
　
俊
子

　
　
中
町

　

 

　
89
歳

森

　
　
勝
德

　
　
平

　
　

 

　
67
歳

茶
山

　
善
博

　
　
元
屋
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歳kyomiyabunten.comkyomiyabunten.com

料亭 末　広

和風ダイニング
真　心　庵

冠婚葬祭料理
コース料理4,000円～
100名様収容　

コース料理3,000円～
各種アラカルト料理500円～
1名様から24名様（各個室）

団体様（10名様以上）歓迎
女性　2,000円～
男性　3,000円～

漣さ
さ
な
み

クラブ 末　広
プラン・人数などお気軽に
                  ご相談ください

　次回
も
、皆
さ
ま
の
ご
応
募
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。詳
し
く
は
、左
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
送
付
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　役場
総
務
課
広
報
広
聴
係

　
　
　
　
　
　
　電話

　
２-

８
５
７
２

　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

jouhou@
tow
n.okinoshim

a.shim
ane.jp

あかぼう

家具1個の移動から引越作業

家の片付け、不用品の処分など

（島外へも提携業者あり）

※無料見積りできますので、まずはお電話ください。

春のギフトフェア春のギフトフェア

２４時間受付

ＡＭ１時まで受付

福祉タクシー・霊柩車

運転代行

歓迎会、花見
冠婚葬祭
承ります

隠岐の島町城北町340（隠岐病院前）
　　　電　話　2－3265　営業時間　平日　AM 9:00～PM7:00
　　　F A X　2－3266　（不定休）　日祝　AM10:00～PM6:00

ふ
る
さ
と
写
真
館

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、皆
さ
ま
が
撮
影
さ

れ
た
写
真
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
今
月
の
一
枚
】

　油井
海
岸
で
撮
影
さ
れ
た
、咲
き
誇
る

水
仙
の
写
真
で
す
。

「油井の水仙」　吉田　徹さん
（平成２６年１月２４日撮影）

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　
広
報「
隠
岐
の
島
」平
成
26
年
３
月

号
裏
表
紙「
人
口
と
世
帯
数（
平
成
26
年

２
月
１
日
現
在
）」の
数
値
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、左
記
の
と
お
り
、お
詫

び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

○
65
歳
以
上
人
口

【
誤
】５
，３
９
３
人

【
正
】５
，４
１
５
人

2階大広間にてフローリング対応
可能です。

応 結
婚
式・披
露
宴
等
承
り
ま
す
。

新
入
学　

お
め
で
と
う
S
A
L
E

新
入
学　

お
め
で
と
う
S
A
L
E

新
入
学　

お
め
で
と
う
S
A
L
E

み
こ
と

ゆ
う
と

そ
ら
ひ

ゆ

　ら

け
い

　
た

も

　
か

新製品入荷致しました新製品入荷致しました新製品入荷致しました
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4

平成26年3月1日現在

15,180（－6）人

7,929（－3）人

7,200（＋1）

7,251（－3）人

内15歳未満1,740人〔11.5％〕
内65歳以上5,430人〔35.8％〕

増  転入20人 出生7人   その他0人
減  転出17人 死亡16人 その他0人

4

▼
寒
い
日
が
続
い
た
冬
が
、終
わ
り
を
迎

え
ま
す
。空
の
青
さ
や
空
気
の
暖
か
さ
が

増
し
、少
し
ず
つ
春
の
雰
囲
気
が
感
じ
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。の
ん
び
り
し

た
時
間
の
中
で
、桜
や
オ
キ
シ
ャ
ク
ナ
ゲ

な
ど
美
し
い
風
景
を
楽
し
み
な
が
ら
過
ご

す
春
を
、待
ち
遠
し
く
感
じ
る
毎
日
で
す
。

▼
そ
う
い
っ
た
隠
岐
な
ら
で
は
の
貴
重
な

自
然
を
守
り
、未
来
に
の
こ
し
て
い
く
た

め
に
は
、限
ら
れ
た
資
源
を
有
効
に
活
用

し
な
が
ら
、自
然
と
う
ま
く
暮
ら
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

隠
岐
の
島
町
で
は
、今
回
の
特
集
で
取
り

上
げ
た
木
質
ペ
レ
ッ
ト
事
業
や
、環
境
問

題
を
Ｐ
Ｒ
す
る
イ
ベ
ン
ト
・
啓
発
活
動
な

ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。▼
環
境
に
配
慮

し
た
様
々
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
中
で
、

ご
か
保
育
園
の
子
ど
も
た
ち
も
自
発
的

に
エ
コ
活
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
、そ
の

様
子
が
テ
レ
ビ
に
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

▼
ゴ
ミ
拾
い
や
、環
境
問
題
を
テ
ー
マ
に

し
た
演
劇
の
発
表
な
ど
を
と
お
し
て
、も

の
を
大
切
に
す
る
こ
と
を
学
び
、地
球
を

守
る
た
め
の
活
動
を
呼
び
か
け
る
子
ど

も
た
ち
の
姿
は
、多
く
の
方
が
環
境
問
題

へ
の
関
心
を
高
め
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。子
ど
も
た

ち
の
活
動
が
、家
庭
、地
域
、そ
し
て
町
全

体
に
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
願
い
ま
す
。

(

Ｍ・
Ｏ)

布施の山祭り

■お問い合わせ先 ： 教育委員会生涯学習課  電話2‐2126

県指定無形民俗文化財

と  き ４月６日（日）午前９時30分～
ところ 大山神社（布施）

隠岐いぐり凧祭り

■お問い合わせ先：教育委員会生涯学習課  電話2‐2126

町指定無形民俗文化財

と  き ４月１３日（日）午前１０時～
ところ 隠岐の島町総合運動公園

隠岐国分寺蓮華会舞

■お問い合わせ先：教育委員会生涯学習課   電話2‐2126

国指定無形民俗文化財

と 　き ４月21日（月）午後１時頃～
ところ 隠岐国分寺境内（池田）
と 　き ４月21日（月）午後１時頃～
ところ 隠岐国分寺境内（池田）

島
を
巡
る
、森
の
資
源

　～
木
質
ペ
レ
ット
が
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
～

島
を
巡
る
、森
の
資
源

～
木
質
ペ
レ
ット
が
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
～

祝
 ！
超
高
速
船「
レ
イ
ン
ボ
ー
ジ
ェ
ット
」就
航

し
ま
ね
流
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
表
彰
受
賞「
西
郷
中
町
町
内
会
連
合
会
」
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1  日   火
2  日   水
3  日   木
4  日   金
5  日   土
6  日   日

8  日   火
9  日   水

10  日   木
11  日   金
12  日   土
13  日   日
14  日   月
15  日   火
16  日   水
17  日   木

20  日   日
21  日   月
22  日   火
23  日   水

30  日   水

24  日   木

27  日   日
28  日   月
29  日   火

25  日   金
26  日   土

18  日   金
19  日   土

7  日   月
布施の山祭り 9：30～（布施・大山神社）

図書館休館

図書館休館

図書館休館

図書館休館

年金相談　13：00～16:00（役場ふれあいセンター）

年金相談　 9：30～12:00（役場ふれあいセンター）
隠岐の島町ノーレジ袋デー

第22回隠岐いぐり凧祭り　10：00～（総合運動公園）

納付金時間外窓口　17：15～19：00（役場税務課）

人権相談　13:00～16:00（隠岐島文化会館）

食育の日

隠岐国分寺蓮華会舞 13：00頃～（隠岐国分寺）
図書館休館

昭和の日  
第68回全隠岐陸上競技選手権大会 9：00～（隠岐高校グラウンド）

納付金時間外窓口　17：15～19：00（役場税務課）

２０１４
隠
岐
の
島
町
観
光
祈
願
祭
が
開
催
さ
れ
まし
た
。

写
真
は
、オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
踊
り
を
披
露
す
る
、町
立
保
育
所（
園
）

の
園
児
の
皆
さ
ん
。「
牛
突
き
音
頭
」に
の
せ
た
元
気
あ
ふ
れ
る
踊
り
で
、会
場

を
に
ぎ
わ
せ
まし
た
。（
詳
し
く
は
、広
報「
隠
岐
の
島
」5月
号
に
掲
載
予
定
。）

隠
岐
の
島
町
観
光
祈
願
祭
３月９日（

隠
岐
モ
ー
モ
ード
ー
ム
）
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